
新しい英語教育について

～日本一の英語教育を目指します！～
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グローバル社会で活躍する子どもたちのために

平成２６年８月２１日（木）
都市経営戦略会議 資料

教育委員会学校教育部指導１課



「第２期教育振興基本計画」
平成２５年６月１４日 閣議決定より

未来への飛躍を実現する人材の養成
外国語教育の抜本的強化

新しい英語教育が求められる背景
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グローバル化の
進展

少子化・高齢化の
進展

地球規模の課題
への対応

雇用環境の
変容

地域社会、家族の
変容

格差の再生産・
固定化



Page 3

小学5.6年 中学1.2.3年

週１時間
（70時間）

週４時間
（420時間）

週１～２時間
(70～１４０時間)

週４時間
（420時間）週３時間

(210時間)

総時間数
490時間

総時間数
700～770
時間

グローバル化に対応した英語教育改革実施計画
平成２５年１２月 文部科学省

現在

平成32年度

英語によるコミュニケーション能力の向上
日本人としてのアイデンティティ（伝統文化・歴史等）

小学3.4年 小学5.6年 中学1.2.3年

教科型活動型
英語による授業
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本市の計画等への位置付け

・「次代を担う人材をはぐくむ都市さいたま」の創造
～学校教育のさらなる充実～
・多文化共生・世界に開かれた都市づくり

２０２０さいたま希望のまちプラン 後期基本計画

日本一の教育都市

・国際舞台等で活躍できる優秀な人材の輩出
・次世代を担うグローバル人材の育成
・さいたま市で子育てしたいと考える若い世帯の増加

しあわせ倍増プラン２０１３



■小学校（就学前）
現状：就学前の子どもたちが英語活動を経験
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さいたま市の現状と課題

４５％さいたま市さいたま市

※平成26年度市内幼稚園及び保育所における英語教育に係る実施状況の調査（本市）より

Ｑ 英語に係る活動を行いましたか。
９０の市内幼稚園、保育所が「行った」と回答。

３歳から５歳の子どもの４５％（約１４，７００名）が英語活動を経験

全国

※平成25年度全国学力・学習状況調査生活習慣や学習習慣等に関する調査より

Ｑ 授業や英会話教室で英語を学び始めたのはいつからですか。

「小学校に入学する前」

１８％
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■小学校
現状：「聞く」「話す」活動のみ
課題：６年生になると意欲が減少傾向

さいたま市の現状と課題

５、６年生： 「英会話」週1時間ずつ実施

５年生

６年生

Q 「英会話」は楽しいですか。 （小学５、６年生の回答）

※平成２５年度「英会話」アンケート （市内小学校１０校に調査）より

「楽しい」 「まあまあ楽しい」 「少しつまらない」「つまらない」（数値は％）

５３

４３

３７

４４

７ ３

１０ ３

－１０ポイント
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■中学校
現状：文法説明や和訳などが中心の授業

課題：実際の場面で使えるようにならない
活動、体験する場が少ない
地域の伝統・文化を学ぶ必要性

さいたま市の現状と課題

１～３年生：「英語」週４時間＋「英会話」0.5時間ずつ実施

・教科書で学ぶ授業
英語 週4時間

・英語を使いこなす活動
英会話 週0.5時間

・教科書で学ぶ授業
・英語を使いこなす活動
・我が国や地域の伝統・文化
に関する学習
英語 週４．５時間
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ゆめをもち、未来を切り拓く、さいたま市の子ども

Q 将来、海外へ留学したり、国際的な仕事に就いたりしてみ
たいと思いますか。 （小学6年生の回答）

「そう思う」 「どちらかと言えばそう思う」 （数値は％）

※平成26年度生活や学習に関する調査より

３９％

５５％

全国

さいたま市さいたま市

さいたま市のめざす子ども像

※平成25年度全国学力・学習状況調査生活習慣や学習習慣等に関する調査より

大都市 ４１％

１９ ２０

２１ ２０

３１ ２４

「そう思う」 「どちらかと言えばそう思う」 （数値は％）
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Q 外国の人と友達になったり、外国のことについてもっと
知ったりしてみたいと思いますか。 （小学６年生の回答）

「そう思う」 「どちらかと言えばそう思う」 （数値は％）

※平成25年度「英会話」アンケート （市内小学校１０校に調査）より

７１％

９０％

全国

さいたま市さいたま市

※平成25年度全国学力・学習状況調査生活習慣や学習習慣等に関する調査より

大都市 ７１％

Q 外国の文化やマナーを知ろうとしていますか。
（小学６年生の回答）

４１ ３０

２９４２

「いつもしている」 「時々している」 （数値は％）

５３ ３７
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現在行われている「英会話」について
（小学５、６年生の保護者からの声）

・「実生活で生きるような使える英語を学ばせてほ
しい。」

・「『英会話』の授業なのだから『英会話』ができるよ
うになってほしい。」

・「恥ずかしさを感じる前の低学年から、自然な形で
英語を取り入れていくことができたらよいと思う。」

英語の能力の育成を求める声

早期英語教育を求める声

※平成25年度「英会話」アンケートより



さいたま市
Step Forward  一歩前へ
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・小学校１年生から

・９年間を一貫した新しい教科

・時間数増
+学んだことを活用する機会の設定



「さいたま市」が目指す英語教育 Page 12

週２時間
(140時間)

週３時間
(210時間)

週４．５時間
（471時間）

小学1.2年 小学3.4年 小学5.6年 中学1.2.3年

週１時間
（70時間）

総時間数
７００～
７７０時間

総時間数
８９１時間

小学3.4年 小学5.6年 中学1.2.3年

週１～２時間
（70～140時間）

週４時間
（420時間）週３時間

（210時間）

１年から
スタート

９年間一貫した教科

３年からスタート
教科ではない

国に比べ、総
時間数が１００
時間以上多い

国

さ
い
た
ま
市

教科化

＊今後の国の動向により、時間数については変更あり



英語教員英語教員学級担任

新しい英語教育の内容と指導者
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挨拶、
買い物

週２時間

コミュニケーショ
ン重視。
読む・書く活動

週３時間

英語による授業、
ディベート、
ディスカッション

週４．５時間歌、踊り

週１時間

小学1.2年 小学3.4年 小学5.6年 中学1.2.3年

教員研修の充実(海外研修も含む)

指
導
者

内

容

外国語指導助手（ＡＬＴ）



学
ん
だ
こ
と
を
活
用
す
る
機
会
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○・・・新規事業
◇・・・現在行われている事業

小学校 中学校

１年～
４年

５年 ６年 １年 ２年 ３年

さいたま市国際ジュニア大使
(国際的なイベントに参加、交流) ○ ○ ○ ○ ○

英語劇大会
（グループによる英語劇の発表） ○ ○ ○

英語弁論・暗唱大会
(個人、ペアによるスピーチ発表) ◇ ◇ ◇

英語ディベート大会
(設定テーマについてディベート) ○ ○

イングリッシュ・キャンプ
(希望者を対象に国内留学体験) ○ ○

グアム派遣
(各学校代表が現地で国際交流) ○

ニュージーランド派遣
(各学校代表が現地で国際交流) ◇



取組 H27 H28 H29 H30 H31 H32

国 全小・中学校にて実施

さ
い
た
ま
市

小
学
校

研究開発モデル校

全小学校

中
学
校

研究開発モデル校

全中学校

世界盆栽大会＊矢印の太さは授業時数を表している

小学校

さいたま市立中
等教育学校開校 Page 15

東京オリンピック

研究成果
を反映

全

面

実

施
研究成果
を反映

さいたま市モデル
の全国への普及

段階的
先行実施

中学校
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本市の新しい英語教育を実施すると・・・

◇外国の方と英語で積極的にコミュニケーショ
ンを図ることができる子ども
・乗り物の案内など、簡単なアナウンスを聞いて理解すること
ができる。
・簡単な約束などを英語で伝えることができる。

◇日本やさいたま市の伝統・文化に誇りをもち、
将来にわたり、本市に貢献する子ども
・本市の伝統行事などを英語で紹介することができる。
・国際的なイベントに積極的に参加することができる。

が育ちます。
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◇さいたま市国際ジュニア大使の認定
１，０００名以上（Ｈ３２）
◇外国に対する興味・関心の向上
（さいたま市生活や学習に関する調査）

５５％（Ｈ２６） ６０％（Ｈ３２）
◇コミュニケーション能力の育成
Ｈ２７さいたま市生活や学習に関する調査
より＋１０ポイント以上
◇外部検定試験の受験者数と合格者数の増加

成果指標


